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Abstract: The basal topography of the latest Pleistocene to Holocene incised valley fills under the 
Arakawa Lowland, Kanto Plain, central Japan is revealed based on 2580 borehole log data. The base of 
the valley fills in each borehole log is identified based on soil properties and comparison with the data 
of all-core sampling surveys. These point data composed of longitude, latitude and elevation of valley 
fill base are interpolated to describe the basal topography by the inverse distance weighting method. The 
basal map shows a detailed topography of the paleovalley, including buried wave-cut benches and buried 
terrace planes. The gradient of the paleovalley floor is approximately 1/1000, which is almost the same 
as that of the neighboring Nakagawa lowland. In some places around the Omiya upland, it would be very 
difficult to differentiate the Holocene valley fills from Pleistocene strata with similar properties.

Keywords: boring log data, incised valley fill, latest Pleistocene to Holocene, Arakawa Lowland, basal 
topography

論文‐Article

　   地質情報研究部門 (AIST, Geological Survey of Japan, Institute of Geology and Geoinformation)
　 Corresponding author: Junko Komatsubara, Central7, 1-1-1 Higashi, Tsukuba, Ibaraki 305-8567, Japan. Email: @aist.go.jp

要　旨

　埼玉県から東京都にかけての荒川低地下に分布する埋
没谷の基盤地形を2580本の既存ボーリングデータに基
づいて復元した．オールコアボーリングで認定された沖
積層の基底を既存ボーリングデータに対比し基底深度分
布を求めた．その点データを逆距離加重法で補完した．
荒川低地の沖積層の谷の深さ，埋没波食台，埋没段丘面
が明らかになった．谷形成時の河床勾配は約1/1000であ
り平行する中川低地と同じである．大宮台地周辺では沖
積層の直下にもよく似た更新世の軟弱な谷埋め地層が分
布しており識別が難しい．

１．はじめに

　東京湾の奥から埼玉県東部にかけての低地は，東京23
区東部の東京低地，埼玉県東部の中川に沿った中川低地，
埼玉県東部の荒川沿いに分布する荒川低地に区分される．
これらの低地の地下には最終氷期に下刻されてできた谷
が分布しており，最終氷期から完新世にかけての海水準
上昇により，沖積層が堆積して谷が充填され，現在の平
坦面が形成された．
　谷を充填した沖積層は含水率が高く軟弱なことから，

地震動を増幅させたり，地下水のくみ上げによって地盤
沈下を生じさせたりする可能性があるため，その分布を
詳細に調べることは都市の防災上重要である．
　この地域の沖積層の基盤地形についてはこれまで多く
の研究によって検討されてきた．中川・東京低地におい
ては田辺ほか（2008）が数値計算による空間補間を用いて
沿岸部を除く大部分の地域で沖積層の基盤地形を復元し
ている．
　一方，荒川低地地下の沖積層基盤地形は，下流側の一
部が田辺ほか（2008）に，入間川との分岐点から上流の地
域については石原ほか(2011)によって扱われているのみ
で，これまで数値計算に基づいた基盤地形の復元は行わ
れていなかった．
　本研究では，既存のボーリング柱状図資料およびオー
ルコアボーリングのデータに基づき，荒川低地の沖積層
基盤地形を復元した．なお本報告は小松原（2014）で報告
された内容のうち，荒川低地部分について詳細を述べた
ものである．

２．地域概説

　本報告の対象地域は荒川低地の埼玉県川口市および東
京都北区付近から埼玉県桶川市付近までの地域（第1図）
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である．荒川河口から約20 ～ 50 kmの範囲である．
　埼玉県から東京都にかけての沖積低地においては，沖
積層の基盤地形を検討した研究が多くある．これまでの
研究で，東京湾沿岸部で沖積層の厚さが70 m以上に達す
ることや，開析谷の谷筋の位置や埋没地形の分布などが
明らかになっている．
　沖積層の基盤地形をマップとして表した主な研究につ
いて，その対象地域を第2図にまとめた．多くの研究で
は中川低地から東京低地にかけての地域を対象としてい
る．その中でもMatsuda (1974)，Kaizuka et al.(1977)，松
田（1993），遠藤ほか（1983, 1988），田辺ほか（2008）の対
象地域には荒川低地の下流域も含まれる．
　低地の一部で埋没地形を明らかにしたものとしては，
蕨市周辺の埋没段丘等の分布を明らかにした高原・久保

（1994），荒川低地に注ぐ枝谷の出口で埋没立川面の分布
を明らかにした安藤・渡辺（1992, 1996）がある．石原ほ
か（2011）は妻沼低地から荒川低地の上流域にかけての沖
積層基盤地形を明らかにした．
　本研究は，石原ほか（2011）が対象とした荒川低地上流
域と，それ以外の多くの研究が対象としている荒川低地
下流域を繋ぐ地域を対象とした．

３．研究手法

　本研究では東京都および埼玉県の自治体等から借用し
た2580本の既存ボーリング柱状図資料を用いた．内訳
は第1表のとおりである．第1図にデータの位置を示す．
オールコアボーリングのデータは産総研の都市地質プ

Urawa

Omiya

Kawagoe

Wako

Iwatsuki

Kawaguchi

Urawa

Omiya

Kawagoe

Wako

Iwatsuki

Kawaguchi

第1図  既存ボーリング柱状図資料分布，ボーリング掘削地点，および断面図位置．青い円は第3図作成
に用いた柱状図を示す．地形図は国土地理院発行の数値地図50000（地図画像）「東京」，台地の
輪郭は20万分の1日本シームレス地質図（産業技術総合研究所地質調査総合センター，2009）を
使用した．

Fig. 1   Location map of borehole logs, GSJ boring sites and cross sections. Blue circles show the location of 
borehole logs used to illustrate Fig. 3. Digital Map 50,000 (Map Image) “Tokyo” published by Geospatial 
Information Authority of Japan is used as a base map and Seamless digital geological map of Japan 
(1:200,000) (Geological Survey of Japan, 2009) is used for an outline of uplands.
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第2図  既存研究の範囲．台地，水域の輪郭は20万分の1日本シームレス地質図（産業技術総合研究所地質調査
総合センター，2009）を使用した．

Fig. 2  Areas of previous studies. Seamless digital geological map of Japan (1:200,000) (Geological Survey of Japan, 
2009) is used for an outline of uplands and water areas.
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ロジェクトで平成18年から22年にかけて掘削したもの
を用いた（小松原ほか, 2009, 2010a, 2010b; 小松原・木村, 
2011　位置は第1図参照）．
　ボーリング柱状図のN値および岩相の記載をもとに沖
積層の基底面を認定した．既存ボーリングデータの多く
は固い地層（N値が50以上の砂礫層）に達したところで掘
削をやめているため，基底礫層が存在する地点ではその
下面まで達しているものがほとんどない．このため，基
底礫層が存在する地点では便宜的に基底礫層の上面を沖
積層の基底とみなし，カッコ付で「沖積層基底」と表記す
る．本研究の対象範囲では，「沖積層基底」と基底礫層の
下面とは基底礫層の厚いところで約10 mの標高差がある．
データが密集しているところは250 m四方に1点程度と
なるよう密度を調整した．
　沖積層とそれ以下の地層との区別は，オールコアボー
リングの解釈を前提とし，その解釈を土質・N値・地形
との関係・側方連続性などに基づいてほかの既存ボーリ
ング柱状図へ外挿した．断面図の作成には産業技術総合
研究所および防災科学技術研究所製作のボーリングデー
タ処理システム(木村，2011)を用いた．断面線から200 
m以内の距離にあるデータを投影し，断面線に沿って
200 m程度の間隔となるよう選択した．
　このようにして得られた点データをもとに，ESRI社
のArcMapを用いて重み付け係数を2とした逆距離加重法

（Franke, 1982）で沖積層の基盤地形を計算した．本研究
が対象とした地域の東隣は田辺ほか（2008）に連続するた
め，基盤地形の計算には田辺ほか（2008）で基盤地形を作
成したデータも使用している．なお，田辺ほか（2008）で

も本研究と同様に基底礫層の上面を沖積層の基底と見な
している．

４．断面図

　調査地域で作成した5本の地質断面図（第3図）につい
て，沖積層の基底面付近のN値や岩相について述べ，基
底面と判断した根拠を示す．

4.1　A-A’（埼玉県川越市仙波〜上尾市平方）
記載：本断面図では荒川直下から西側へかけて（A5 ～
10）標高-18.5 ～ -22.0 mに上面高度を持つ礫層が分布す
る．武蔵野台地に近いところ（A1 ～ 4）では標高-5.7 ～ -8.6 
mに上面高度を持つ礫層が分布し，また低地左岸側の大
宮台地下（A11）ではこの深度に礫層は分布しない．礫層
の上位は暗灰色でN値が0 ～ 3の泥層と暗灰～暗青灰色
でN値が4 ～ 40程度の砂層が互層する．A1 ～ 4には黒
灰色の腐植層が分布する．A11では泥層は黄灰～青灰色
でN値は10以上と高く，表層に火山灰土層（ローム層）が
分布する．
解釈：小松原・木村（2011）は埼玉県川越市下

しもおいぶくろ

老袋の川越
運動公園で掘削したGS-KSO-1（本断面のA9）の沖積層
基底について，14C年代測定の結果，層相，および周辺
地質との対比から，標高-22.5 ～ -26.9 mの礫層を沖積層
の基底礫層としている．また沖積層は主に暗灰色，暗青
灰色等の暗色でN値の低い軟弱な地層からなり，それに
対し更新統以下の地層は褐灰色，黄褐色等の比較的明る
い色でN値の高い固い地層からなるということが経験的

第1表  ボーリング柱状図資料の出典・借用機関と基底深度認定に利用した本数．

Table 1  Data source and the number of borehole log data, which is referred for the base 
topography reconstruction.
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第3図  荒川低地を横断する地質断面図．柱状図は断面線から200 m以内の距離にあるものを投
影している．地形は国土地理院発行の数値地図 50 mメッシュ（標高）「日本II」を使用．

Fig. 3   Geological cross sections in the Arakawa lowland. Borehole logs within 200 m on both sides 
are projected. Topography is from Digital Map 50 m Grid (Elevation) “Japan II” published by 
Geospatial Information Authority of Japan.



− 90 −

地質調査研報　2014 年　第 65 巻　第 7/8 号

第3図  つづき
Fig. 3   Continued.
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第3図  つづき
Fig. 3   Continued.

に知られている（羽鳥ほか，1962など）．以上のことから
A5 ～ 10に分布する上面高度が標高-18.5 ～ -22 mの礫層
は沖積層の基底礫層と考えられ，本断面における「沖積
層基底」はA5 ～ 10では-18.5 ～ -22.0 mに分布すると考え
られる．武蔵野台地に近いA1 ～ 4の-5.7 ～ -8.6 mに上面
高度を持つ礫層は標高が異なるため埋没段丘礫層と考え
られる（第4図の[1]）．A11は大宮台地縁辺に位置し表層
部がローム層で覆われていることから沖積層は存在せず，
ローム層より下位のN値の比較的高い砂泥互層は最終間
氷期に形成された下総層群木

きおろし

下層（中澤・遠藤，2002）と
考えられる．

4.2　B-B’（埼玉県富士見市諏訪〜さいたま市中央区
円
え ん な み

阿弥）
記載：本断面図では標高-2.2 ～ -35.2 mに礫層が分布す
る．その上面の高度は低地の縁辺部で高く，低地の中央
部で最も低くなり，荒川を挟んだB8 ～ 12で-26.6 ～ -29.2 
mと最も低くなる．礫層の上位は主に暗灰色でN値が0
～ 3の泥層と暗灰色でN値が3 ～ 40程度の砂層からなる．
砂層のN値は低地の中央部では50に達するところもある

（B9）．B1では最上部に腐植層が分布する．B15 ～ 16で
は標高-5.1 ～ -9.5 mにN値50前後の礫層が分布し，その
下位の泥層は暗緑灰色を呈し，N値は3 ～ 9で，他の地

点（例えばB13 ～ 14）の同標高に分布する泥層に比べてや
や高い．B16では表層にローム層が分布する．
解釈：小松原ほか（2010a）は埼玉県さいたま市桜区の荒
川総合運動公園で掘削したGS-SSS-1（本断面のB10）の
沖積層基底について，14C年代測定の結果，層相，およ
び周辺地質との対比から，標高-26.6 ～ -35.2 mの礫層を
沖積層の基底礫層としている．また先に述べたような沖
積層と更新統以下の地層の特徴（色調，固さなど）に基づ
いて， B8 ～ 12で標高-26.6 ～ -29.2 mの高度の上面を持つ
礫層は沖積層の基底礫層と考えられ，その上面が「沖積
層基底」と考えられる．B1の標高-2.2 mからB7の標高-25.0 
mまで荒川低地の右岸から左岸へ傾斜し，B13 ～ 14で標
高-19.1 ～ -19.3 mに上面が分布する礫層はそれよりも標
高が高いことから埋没段丘礫層と考えられるが，B2 ～
5，B13 ～ 14に埋没平坦面が認められるものの（第4図
の[2]，[3]），ボーリングデータの密度が十分に高くない
ためはっきりと面の広がりを識別するのは難しい．B15
～ 16の標高-5.1 ～ -9.5 mに見られる礫層はB16の表層が
ロームで覆われることから，更新統中の礫層と考えられ
る．B15のこの礫層直下の泥層は下総層群木下層の谷埋
め堆積物（中澤・遠藤，2002）と考えられる．B4 ～ 5の
埋没平坦面は標高分布から安藤・渡辺（1996）のAr2面に
対応すると考えられる．
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第4図  荒川低地の沖積層の基盤地形．基底礫層が分布している低地中央部では便宜的に基底礫層の上面を
「沖積層基底」としている．標高線の間隔は2 m．[1] ～ [6]，①～③は埋没平坦面であり詳細は本文
参照のこと．斜線部は②の平坦面のうち沖積層の基底に礫層を欠く部分．地図の範囲は第1図と同じ．
台地の輪郭は20万分の1日本シームレス地質図（産業技術総合研究所地質調査総合センター，2009），
地形表現は国土地理院発行の数値地図50 mメッシュ（標高）「日本II」を使用した．

Fig. 4   Topographic map of the valley-fill base in the Arakawa lowland, using an inverse distance weighting algorithm 
by Arc GIS (ESRI). The valley-fill base is substituted by the upper surface of the basal conglomerate in this 
study. Contours are at 2 m intervals. [1] ～ [6] and ①～③ are buried plane surfaces (See text for details). 
The shaded area is a part of ② surface which lacks valley-fill basal gravel. The map area is the same as Fig. 
1. Seamless digital geological map of Japan (1:200,000) (Geological Survey of Japan, 2009) is used for an 
outline of uplands. Topography is from Digital Map 50 m Grid (Elevation) “Japan II” published by Geospatial 
Information Authority of Japan.



− 93 −

荒川低地の沖積層基盤地形（小松原）

図の①，②）．

4.5　E-E’（東京都北区赤羽〜埼玉県川口市新井宿）
記載：本断面図では低地中央のE5 ～ 8の標高-38.2 ～ -40.3 
m以下に礫層が分布する． 右岸側の低地縁辺ではより
浅いところに礫層が分布し，台地に近いほど浅い． E1
～ 4の礫層上面の標高は標高2.3 ～ -31.2 mである．左岸
側のE9 ～ 11では低地中央部よりもやや浅い，標高-28.4
～ -34.1 mに礫層が分布する．これらの礫層の上位には
主に暗灰色でN値が0 ～ 10程度の泥層と暗灰～暗青灰色
の砂層からなる．泥層のN値は標高-20 mより浅いところ
ではほぼ4以下である．砂層は表層近くでN値が低い（10
以下）のものと，低地中央部の基底付近に分布するN値が
高い（10 ～ 50）のものに分けられる．E12では表層にロー
ム層およびローム質泥層が分布する．
解釈：沖積層と更新統以下の地層の特徴（色調，固さな
ど）から，E1 ～ 11における「沖積層基底」は低地の中央部

（E5 ～ 8）で標高-38.2 ～ -40.3 mであると考えられる．右
岸側縁辺部（E1 ～ 4）で標高2.3 ～ -31.2 m，左岸側（E9 ～
11）で標高-28.4 ～ -34.1 mに上面高度を持つ礫層は埋没段
丘礫層であると考えられる．E12は表層がローム層およ
びローム質泥層で覆われることから，沖積層は分布しな
いと考えられる．E9 ～ 11の礫層は上面の標高分布から，
高原・久保（1994）の埋没段丘面（下位）に相当すると考え
られる（第4図の③）．

５．沖積層基底面の高度分布

5.1　概要
　調査地域の沖積層基底面の高度分布は第4図のように
なる．小規模な目玉状の凸凹はボーリング柱状図資料の
偏りのために生じた見かけ上のものと考えられる．
　荒川低地の地下には低地に沿って北西-南東方向に延
びる埋没谷が存在する．谷底の幅は概ね3 km程度であり，
最も狭いところ（戸田市と川口市の境界付近）で約1 kmで
ある．谷筋での沖積層基底礫層の上面標高は上流から埼
玉県川島町白井沼付近で-14 m，さいたま市桜区五関付
近で-30 m，川口市のJR川口駅付近で-40 mである．これ
らの値から算出した河床勾配は約1/1000となり，中川低
地の傾斜（田辺ほか，2008）とほぼ同じである．

5.2　埋没平坦面と既存研究との対比
　4章で述べたように埋没谷の谷底面以外にも荒川低地
には埋没平坦面が存在するが，はっきりとその面の広が
りが識別できる埋没平坦面は次に示すとおり荒川低地の
下流部分に限られる．これは上流に行くに従って既存
ボーリングデータが減り，埋没地形の広がりを識別する
のが難しくなるためである．
　荒川低地の右岸側，埼玉県朝霞市上内間木から東京都

4.3　C-C’（埼玉県朝霞市浜崎〜さいたま市浦和区大戸）
記載：本断面図ではC1 ～ 4に上面高度-3.5 ～ -14.9 mの
礫層が分布する．C5 ～ 13には標高-27.9 ～ -41.3 mのと
ころに礫層が分布する．これらの礫層の上位は主に暗灰
色でN値が0 ～ 10程度の泥層と暗灰色でN値が3 ～ 40程
度の砂層からなる．泥層のN値は表層近くでは概ね0で，
下位ほど緩やかに増加する．砂層のN値は低地の中央部
では50に達するところもある（C6 ～ C9）．C14 ～ 16で
は標高-19.45 ～ -30.8 mに礫層が分布し，その直上には
暗青灰～暗緑灰色でN値が6前後の泥層が厚く分布する．
C16の表層には腐植層が分布する．
解釈：沖積層と更新統以下の地層の特徴（色調，固さな
ど）から，C5 ～ 13の標高-27.9 ～ -41.3 mに分布する礫層
は沖積層の基底礫層と考えられ，本断面図における「沖
積層基底」はC5 ～ 13では標高-27.9 ～ -37.4 mに分布する
と考えられる．C1 ～ 4の標高-3.5 ～ -14.9 mに上面を持
つ礫層はそれよりも標高が高いことから埋没段丘礫層と
考えられる．C2の埋没段丘面は標高分布から安藤・渡
辺（1996）のAr0面，C1,3 ～ 4の埋没段丘面は同Ar1面に
対応すると考えられる（第4図の[4]，[5]）．C14 ～ 16の
沖積層基底面下位に厚く分布する泥層は色調と固さから
下総層群木下層の谷埋め堆積物（中澤・遠藤，2002）と考
えられ, C14 ～ 15では標高-5 m付近の砂層の基底が沖積
層基底と考えられる（第4図の[6]）．この砂層の基底の平
坦面は軟らかい泥層からなり礫層を伴わないこと，およ
び分布深度から，後述する波食台に対比される可能性が
ある．

4.4　D-D’（東京都板橋区西台〜埼玉県さいたま市浦和
区南浦和）
記載：本断面図ではD1の標高-3.2 m以下，D2 ～ 6の標
高-18.5 ～ -22.4 m以下，D7 ～ 12の標高-34.4 ～ -38.8 m
以下，D13 ～ 20の-3.9 ～ -12.3 m以下に礫層が分布する．
これらの礫層の上位は主に暗灰色でN値が0 ～ 10程度の
泥層と暗灰色でN値が3 ～ 20程度の砂層からなる．泥層
のN値は標高-20 mより浅いところではほぼ4以下である．
解釈：小松原ほか（2009）は埼玉県戸田市上戸田の東町公
園で掘削したGS-TKT-1（本断面のD10）の沖積層基底に
ついて，14C年代測定の結果，層相，および周辺地質と
の対比から，標高-38.8 ～ -47.6 mの礫層および砂礫互層
を沖積層基底の礫質河川堆積物としている．また沖積層
と更新統以下の地層の特徴（色調，固さなど）から，本
断面図における「沖積層基底」はD7 ～ 12では標高-34.4
～ -38.8 mであると考えられる．D1の標高-3.2 m，D2 ～
6の標高-18.5 ～ -22.4 m，D13 ～ 20の標高-3.9 ～ -12.3 m
に上面を持つ礫層は埋没段丘礫層と考えられる．上面の
標高分布から，D2 ～ 6の礫層はMatsuda（1974）のT0に，
D13 ～ 20の礫層は高原・久保（1994）が蕨市付近で記載
している埋没段丘面（中位）に相当すると考えられる（第4
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北区浮間にかけての地域（第4図の①）には礫で覆われた
標高-14 ～ -18 mの平坦面が分布する．断面図ではD-D’
のD2 ～ 6に見られる標高-18.5 ～ -22.4 mの平坦面に相当
する．高度分布からMatsuda(1974)のT0に相当すると考
えられる．
　荒川低地の左岸側，埼玉県蕨市南町から川口市中青木
にかけての地域（第4図の②）には一部を礫で覆われた標
高-5 ～ -7 mの平坦面が存在する．断面図D-D’のD14 ～
15の礫層上面もその延長に該当する．平坦面の東部分（第
4図の斜線部分）では礫層を欠いて下総層群木下層の泥層
の上に直接沖積層の泥層が載ることから，高海水準期の
波食台と考えられる（Matsuda, 1974; Kaizuka et al., 1977; 
貝塚, 1979; 高原・久保, 1994）．
　荒川低地の左岸側，埼玉県蕨市北町から川口市芝にか
けての地域（第4図の③）には礫で覆われた標高-24 ～ -28 
mの平坦面が存在する．標高分布からMatsuda (1974)の
T1，高原・久保（1994）の下位埋没段丘面（立川II面相当面）
に相当すると考えられる．

5.3　沖積層以外の軟弱層
　第3図の断面図C-C’，E-E’の左岸側の大宮台地にかか
るあたりでは沖積層と更新統下総層群木下層の泥層が接
している．年代が異なるものの，両者とも泥質軟弱な谷
埋め堆積物であり，既存ボーリングデータからは識別が
非常に難しいことがある．
　精度の高い地質モデルを作るためには，地層形成時の
地形と堆積環境を把握する必要がある．そのためには
オールコアボーリング調査などによって物性のよく似た
堆積年代の異なる地層同士を識別する必要がある．

６．まとめ

　埼玉県の荒川沿いに分布する荒川低地下の沖積層につ
いて，自治体等から借用した既存のボーリング柱状図資
料と産総研で掘削したオールコアボーリングのデータに
基づき基盤地形を復元した．
　幅概ね3 kmの埋没谷底と，波食台および立川面に相当
する埋没段丘面が認められた．
　沖積層直下にも軟弱な地層が分布していることがある
ため基盤地形の復元には注意が必要である．
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